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２０２５ 科目名 情報基礎（確率・統計） 
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,確率 = 0.632 

 

 

問題２ 

 

(1)  0.9 
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(2) 事象 X,Y は独立である。事象 X,Z は独立ではない。 

事象X,Yが独立の場合、 

P(𝑋𝑋 ∩ 𝑌𝑌) = P(𝑋𝑋)P(𝑌𝑌) 

が成立する。 
事象X,YのP(𝑋𝑋)P(𝑌𝑌)、事象X,ZのP(𝑋𝑋)P(𝑍𝑍) を求めると、下表となる。 
 
 

P(𝑋𝑋)P(𝑌𝑌)   

品目 平日 週末 

ソフト（抹茶） 0.15 0.45 

ソフト（バニラ） 0.10 0.30 

   

P(𝑋𝑋)P(𝑍𝑍)   

ジュース（コーラ） 0.10 0.40 

ジュース（オレンジ） 0.06 0.24 
ジュース（ウーロン茶） 0.04 0.16 

   

 
すべての事象で以下が成立。 

P(𝑋𝑋 ∩ 𝑌𝑌) = P(𝑋𝑋)P(𝑌𝑌) 
よって、事象X,Yは独立である。 
一方で、 
事象X,ZのP(𝑋𝑋)P(𝑌𝑌)、について 
オレンジとウーロン茶の事象の一部で表の太字で示す箇所では、以下が成立。 

P(𝑋𝑋 ∩ 𝑍𝑍) ≠ P(𝑋𝑋)P(𝑍𝑍) 
よって、事象X,Zは独立ではない。 
 

 

  



(3) （抹茶、バニラ、ミックス）は独立でない。 
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(150 + 100 + 3600 + 2400 + 300 + 200) 

=
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= 18.75 

自由度  𝑛𝑛 は(3 − 1)(2 − 1) = 2 自由度より、 

𝜒𝜒22(0.05) = 5.991 ≤ 18.75 

となっておりこの値は棄却域に含まれるので、独立であるという帰無仮説は棄却される。 
よってこのテーマパークでの営業日の違い（平日か週末）とソフトクリームの種類の売り
上げ（抹茶、バニラ、ミックス）は独立でないといえる。 
 

 


